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1 はじめに

平成 19年 6月 、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」 (以下「地教行法」という。)の

一部改正がなされました。

改正後の地教行法第 26条の規定により、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理

及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成 し議会に提出する

とともに、公表 しなければならないこととされました。

この報告書は、令和 5年度の事務について、八重瀬町教育委員会が実施した状況を自ら点検評価

したものをまとめたものです。

また、その結果を議会に提出するとともに町民に公表することといたしました。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 (昭和 31年法律第 162号 )抜粋

(教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等 )

第 26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務 (前条第 1項の規定により教育長に委任さ

れた事務その他教育長の権限に属する事務 (同条第 4項の規定により事務局職員等に委任された

事務を含む。)の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を

作成 し、これを議会に提出するとともに、公表 しなければならない。

2 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験を有する者の知

見の活用を図るものとする。

2 点検評価の対象及び方法

令和 5年度教育主要施策の中から抽出した重点的な事務事業を対象としました。

点検評価にあたりましては、事業ごとの点検評価シー トを作成 し、評価基準により必要性、及び

効率性、及び有効性の面から評価を試み、総合評価を行い、課題と今後の展開を検討 しました。そ

の後、学識経験者の知見の活用を実施 し、意見を頂きます。

総合評価は次の4段階とする。

A ・ ・ ・ ・ ・ 十分目標を達成できた

B ・ ・ ・ ・ ・ ほぼ目標を達成できた

C ・ ・ ・ ・ ・ 目標を下回つている

D ・ ・ ・ ・ ・ 抜本的な改善及び休上を検討する

課題と今後の展開

上記評価を踏まえて、課題を確認 し、改善に向けて今後の展開を検討する。



令5年度 教育委員会主要施策の点検日評価表

評価指標 A:十分目標を達成できた B:ほぼ達成できた

I 学校教育の充実

C:目 標を下回っている D:抜本的改善及び体上を検討する

学校教育課 No.1

課題と今後の展開
(1,J｀写穣において1よ、タフレットドリ,レ等を用いた取
組に効果が出てきているため今後も有効活用してい
きたい。また、カリキュラムマネジメントを意識した「そ
ろえる実践の取組」や組織的対応を強化して対応を
進めたい。
中学校における英語は、全国的に低かった傾向がみ
られたが、基礎・基本の充実の徹底が重要である。
今後とも引き続き、実効性のある取組を継続すること
が求められる。

(2)・ カリキュラム「つなぐ」を意識するのではなく、夢
中になったり没頭する経験を見失わないようにする。
・発達や学びの連続性を踏まえた指導内容や指導方
法の工夫

(3)小中連携を充実するために、各学校の特色を活
かした活動を支援出来る仕組みをつくり、町内の学校
の情報共有を図つた。学力向上については、各学校
の好事例を発表し合うことt三より、学校に還元できる
ように努めた。

(4)学校の実態を把握するために必要である。委員
会職員だけの視点ではなく、教育委員の目線を活か
した助言ができるため、今後の学校運営において有
益となる事業の一つである。

(5)先進地視察研修を通して、授業改善の手立てや
視点、こどもの見取り方など、今後の授業改善の手
立て、また職員研修等に活用出来る情報を収集でき
た。

当初から配置計画通りの支援員百己置ができず、年
度途中からの雇用及び自己都合による退職等があっ
たが、概ね計画通りの配置ができた。
学力到速度調査(国語・算数X三おいて、小学校では
国語・5年生の算数は平均以上だが、6年生の算数
が平均を下回る結果となつた。中学校では、中学校
においても、国語・2年生の数学は平均以上だが、1
年生の数学が平均を下回る結果となつた。
すべての学年,科日で平均以上を目指す為に、研修
や意見交換会を通して支援員のスキルアップが必要
である。
今後も積極的に人員の確保に取り組み、学校との
連携を図りながら、子ども達に効果的な学習支援を
図つていく。

配置計画 :6名 (B望名+中 2名 )
配置人数 :6名 (小4名 +中 2名 )
令和5年度配置率 :100%

評価

B

A

成果

(1,全国写力・写習状洸調査において、小学校は県
との差が算数←10)国語(+10)と なつた。国語にお
いては、昨年度(20)よりの上昇が見られる。中学校
では数学(+20)国語(+30)英語 (-10)であった。
数学、国語において昨年度に引き続き、県平均を上
回つたことは大きな成果である。学力向上対策の学
校体制が組織化されている強みが結果として表れて
いる。

(2)保育国・こども国・小学校間で合同研修会を行
い、発達段階に合わせたスタートカリキュラムを実施
した。教職員向けの研修会や保育国の公開保育、小
学校におけるスタートカリキュラムの検証授業を実践
すること力くできた。

(3)毎学期終了前に学力推進担当者研修において、
各校の実践取組について発表を行い、町内学校の
“そろえる実践"に力を入れて取り組んだ。

(4)計画通りに実施することができた。実際に学校を
訪間することで、現状の把握や学校の抱えている課
題に対して共通確認する場となった。

(5)奈 良教育大学付属小学校にて視察研修を行つ
た。人重瀬町としての学力向上推進の取り組みと比
較しそれぞれの良さを見つけ、今後の取り組みへの
検討や改善につながる研修となつた。

・小学校の沖縄県学力到達度調査(国語・算数】こお
ける県と本町の平均正答率の差は、■06ポイントで威
果目標である平均以上を上回っており、日標を達成
することができた。

・中学校の沖縄県学力到速度調査(国語・数学メこお
ける県と本町の平均正答率の差は、+102ポイントで
成果目標である平均以上を上回つており、日標を達
成することができた。

事業概要

(1)沖縄県学力向上主要施策に基づいた学力向上の推進

(2)保幼こ小連携Jヽ中連携の推進

(3)学力向上強化月間の推進 (4・ 9・ 1～ 3月 )

(4)八重瀬町学校訪間の実施

(5)県外先進地視察研修

(1)小 中学校へ学習支援員を配置
≪内訳≫
小学校4校へ4名配置、中学校2検へ2名配置

O成果目標
沖縄県学力到達度調査における県と平均正答率の差
・小学校 :平均以上、 ・中学校 :平均以上

(2)学習における遅れがある児童生徒への学習指導

(3)学習支援員による教材、教具等の作成・支援

(4)学校長が学習指導で特に必要とする事項

目的

学校、家庭、地域が一体となり、
幼児児童生徒一人一人に「確かな
学力」を向上させ、「生きる力」を育
むことにより、自ら学ぷ心豊かな
八重瀬つ子の育成を推進する。

学習の遅れがちな児童生徒へ授
業中や放課後学習の支援を行
い、基礎基本の学力を定若させ学
力の向上を図るため、小中学校へ

学習支援員を配置する。

施策項目

1学力向上推進

2学力向上支援事業



令5年度 教育委員会主要施策の点検口評価表

A:十分目標を達成できた B:ほば達成できた C:目 標を下回つている D:抜本的改善及び休止を検討する評価指標

I 学校教育の充実 学校教育課 No.2

課題と今後の展開

当初から配置計画通りの支援員配置ができず、年度

途中からの雇用及び自己都合退 H整等があつたが、概

ね計画通りの配置ができた。

支援員の対応については、保護者から良い評価を受
け一定の成果を上げることができた。

今後も支援員の質の向上に努め、配置計画通りの人

員を確保するため募集方法等の検討が必要である。ま
た、学校の実状に合わせて、配置計画の変更等柔軟

な対応が必要である。

配置計画 コ8名 (4ヽ学校15名十中学校3名 )
配置人数 :18名 (4ヽ学校15名+中学校3名 )

令和5年度配置率 :100%

家庭・学校・教育委員会・関係後関との連携のもとに

問題行動の未然防止、早期発見及び早期解決、児童
生徒の問題行動の解決・改善に努めた。今後とも、関
係機関との連携強化を継続して行つていきたい。

令和5年度実績
教育相談支援コーディネーター
・相談件数113件

教育相談員 (2名 配置 )
・勤務 :週 3日
・相談件数 :345件

(来所 160、 電話 43、 訪問142)

当初から配置計画通りの配置ができた。小学校で

は、英語に対する興味・関心が高まるよう、「楽しい英

語」への取組に向けた工夫が必要である。
中学校では、学力度到連度調査(英語)における県平

均を前年度以上に上回つており、英語指導助手を配置

することにより学力向上に楽がつた。

今後も、研修や意見交換会通して英語指導助手同士
の更なるスキルアップが必要である。

配置計画 :5名 (小 3名 +中 2名 )

配置人数 :5名 (小 3名十中2名 )

令和5年度配置率●00%

ICT支援員を配置したことで、専門的な支授体制が国
られ児童生徒や教員のICT機器の活用能力が向上し
た。児童生徒のICT機器を活用する機会も増え、そこに
スキルアップした教員及び支援員が児童生徒を支援す
ることで、

やプロ 導

る。

ICT支援員:3名 (町内小中学校を巡回)

評価

B

B

B

A

成果

脇
随 軸 :艶 螂

※アンケート回答率83%(106名 の保護者にアンケー
トを実施し、88名の回答あり)

児童生徒の安全を確保し、学習支援ができた。

授業中、教師の話を開けるようになつた。

・不登校児童生徒の学校への登校支援及び、教育
相談室での学習支援を行うことができた。

.生徒が悩みを気軽に相談できる環境を整え、ストレ
ス等を和らげることができた。

・学校や関係機関と連携し、課題解決に向け取り組

むことが出来た。

・小学校では、アンケート調査の結果、英語に対する
興味・関心度が76%となり、成果目標としていた80%
以上を下回る結果となった。

・中学校では、学力到連度調査(英語】こおいて県平

均とのとがキ27%となり成果目標としていた平均以
上を上回る結果となつた。

・児童生徒へのアンケート調査の結果、「とても分か

りやすい」「分かりやすい」と回答した児童生徒の割

合が9559`で成果目標を上回つた。

(1)ICT支 援員3名が町内小中学校を巡回
O成果目標

アンケート「ICT機器を活用した分かりやすい
か ?」 で80%以上

(2)教職員へのICT機器の操作研修・指導・補助

(3)ICT機 器を活用した教材作成への助言

(4)学校内ICT機器の不具合発生時の現象切り分け支援

事業概要

(1)小 中学校へ特別支援員を配置

≪内訳≫

小学校4校へ15名配置、中学校2校へ3名 配置

O成果 目標
対象となる児童生徒の保護者ヘアンケート「特別支援員の

対応に満足したか ?」て80%以上

(2)基本的生活習慣確立のための日常生活の介助及び支
援

(3)児童生徒の学校生活の安全確保

(4)発達障がい児童生徒に対する学習支援

(5)周囲の児童生徒への障がい理解推進

(1)教 育相談支援コーディネーターを委員会に配置、町教
育相談員を中学校区に配置する。

(2)幼 児・児童・生徒・保護者・教師・町民の教育上の悩み
や問題等についての相談、支援を行う。

(3)来 所相談、電話相談、訪問相談を行い、相談に当たつ
ては家庭 Ⅲ学校・他機関及び専門機関と十分な連携を図りな

がら支援活動を行う。

(4)家庭や学校で居場所を失つている児童・生徒に心の安
らぐ場所として受け入れ、相談支援を行う。

(5)地域・学校・教育委員会、連携した支援を行う。

(1)小 中学校へ英語指導助子を配置
《内訳≫

小学校4検へ3名 配置し分担、中学校2校へ2名 配置

O成果 目標
・小学校 :児童へのアンケート「英語に対する興味・関心が

高まつた」で80%以上
・中学校 1学力到速度調査(英語】こおける県と平均正答率

の差が平均以上

(2)回瞭化や情報化に対応した国際性豊かな広い視野を持

ち、情報活用能力に優れた人材の育成を目指す。

(3)小学校、中学校段階にお、さわしい「体験的な学習」「言語

活動」を通して、児童生徒が英語に触れ、外国の生活や文

化などに慎れ親しみことにより英語への興味・閣心を高める

ことを目指す。

目的

特別な支援を要する児童生徒に対
応した支援を行うことで、学校生活や

学習上の困難の改善を図るため、町
立小中学校へ特別支援員を配置す
る。

児童生徒の不登校やいじめその他
の問題行動の未然防止、早期発見及
び早期解決、児童生徒の問題行動の
解決を図る。

小中学校の発達過程に応し、外国
文化への興味関心や英語能力を高
め、国際化社会に柔軟に対応できる
人材を育成するため、英語指導助手
を配置する。

児童生徒の情報機器操作能力や情
報活用能力の向上を図るための支援
と併せ、教員による電子黒板等のICT
機器を活用した分かりやすい授業が
展開できるよう小中学校にICT支援員
を配置する。

施策項目

3特別支援員配置事業

4教育相談支援コーディネーター
等配置事業

5外国語指導強化事業

6八重瀬町ICT支援員配置事業

2



令5年度 教育委員会主要施策の点検・評価表
A:十分目標を達成できた B:ほぼ達成できた Ci目 梓を下回つている評価指標

I 学校教育の充実
学校教育課 No.3

課題と今後の展開

呼
取り組む必要がある。

鰐識艦 撼鶏 塚:堰薪

罹醍障 諄疑魂
房艤

離 棚 没縄節霧堀
る

の支援の充実に向け、継続して取り組んでい
きたい。

R5年度 教育支援申請件数
・新規申請 139件
(うち、1件 R5年度中に県立特別支援学校転
学)
・継続申請 237件

充実した事業ができているので、今後も県
に要請して継続していきたい。
R5年度実績

・配置人数 (各小中1名 、東風平中 2名 )
・配置回数 :週 1(3～ 4h)、 年27回
・カウンセリングなど件数
小学校 301件
中学校 126件

申請曼付前に全児童生徒へお知らせを配
付、広報誌への掲載、ホームページでの周知
を行つているが、援助が必要な家庭が年度途

臭熙 語詳
れている。制度の周知を拡

新入学学用品費の入学前支給につい
き続き実施していく。

また、
て、引

評価

B

A

成果

裂 罐 葎隻 詫 基 鏃 観 斬 盟 任
は、学校だけでなく家庭環坊に起因する事案も
増えておリー層、学校との連携が求められてい
る。学校倒での苦慮する事案についてケース会
議等に参加することで、支援体制や解決法につ
いて体制づくりができた。

四 選翫読鋒義躍猛退
鼻雲覇釉継盤鶴翻
において情報の共有を行つた。

想子憲ヨ曳甜晶黒繁
コ~デイ祭≧線

(1)事務局から関係者へ、学校・関係機関から保
護者へ教育支援申請等の周知・説明を行う事
で、特別な支援の必要な児童生徒への支援へ繋
げる事が出来た。

(2)教育支援委員会で協議した情報を就学先学
校へ提供し、児童生徒の就学先決定後の支援
へ繋げることができた。

児童生徒が抱えるさまざまな心理的な問題へ、
カウンセラーによる専門的な指導・助言により、
課題の解決・改善へ繋げることができた。
指導・助言の対象は、児童・生徒のみではなく、
保護者や教職員も対象となる。

・小学校

要保護 :2人 準要保護 :528人 計530人

決算額 28,372,573円

・中学校

要保護 :3人 準要保護 :259人 計262人

決算領 22,069,967円

事業概要

(1)問題行動等の児童生徒の情報交換

(2)警察署等、関係機関との連携

(3)児童生徒や保護者に対する対応(指導助言・援助)

(4)児童生徒に関わる学校関係者に対する援助

(1)各学校で校内教育支援委員会を設置し、児童生徒
の適正な教育環境の実現につなげる。
(2)教育支援委員会を開催し、特別な支援を要する児
童生徒の次年度の就学先について適正に判定する。

各小中学校ヘスクールカウンセラー等の配置を行
い、児童生徒やのカウンセリングや保護者・教師へ指
導助言等を行う。

支給額 (上限額)

学用品費

新入学用品費

通学用品費

修学旅行費

校外活動費

医療費

給食費

小学校

11,630円

54,060円

2,270円

22,690円

1.600円

実費

実費

中学校

22.730円

60,000円

2,270円

60,910円

2.310円

実費

実費

目的

八重瀬町立幼・小・中学校における
生徒指導上の諸問題について対策
を協議し、町内及び中学校区内の学
校が行動連携を密に、適正な指導を
図る。

こども回、小・中学校における特別
な支援を要する心身障害児童・生徒
の教育の支援を国る。

町内の児童生徒、保護者の教育上
の悩み等について教職員と連携し教
育相談を行う。

経済的な理由で就学困難と認めら
れる小学校・中学校の児童生徒の保
護者に対して、学校給食費や学習用
品費などの援助を行う。

施策項目

7八重瀬町生徒指導研修会

8教育支援委員会

9学校カウンセラー配置事
業

10要保護・準要保護児童援
助費
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令5年度 教育委員会主要施策の点検 B評価表

評価指標 A!十分目標を達成できた B:ほ ば達成できた

I 学校教育の充実

Ci目 標を下回つている D:抜本的改善及び休上を検討する

学校教育課 No.4

課題と今後の展開

食育の大切さが認識されている今日、朝
食の欠食や「孤食」等、家庭における食生
活を考えると、学校給食そのものが果たす
役割は益々大きい。
今後も成長期における児童生徒への正
しい食習慣を身につけさせ、食指導を行う
ことが必要である。

東風平・具志頭両学校給食センターは、
施設の老朽化や児童生徒数の増加化な
どの理由から、施設の建て替えが必要で
ある。
そのため、R5年度から与那原町と共同で
新給食センターの基本計画の策定を行つ
ており、令和10年度に供用開始をめざ
す。

・収納手の低下は、コロナウィルスによる
離職や収入減、物価高騰による家計費の
圧迫など昨今の社会情勢が影響している
と考えられるが、給食費の収納率の低下
から給食の質の低下につながらないよう、
滞納整理を強化していくとともに、給食の
賄材料費は児童生徒の給食費で運営され
ている事を再認識させていきたい。

・今後とも現年度分・過年度分ともに収納
率の向上に努める。

・R5年度は、小学校3～ 4年生の教室へ整
備することができた。(100%)

・R6年度に小学校1～ 2年生の教室へ整備
し、概ね全教室への整備が完了する。

・未整備な特別教室や教室増となつた場
合を含め柔軟に対応していく。

評価

B

C

A

成果

(1)子供たちの心身の健康づくりが出来た。

(2)「食」について正しい理解と習慣を養い、栄養の確保を
十分配慮した「おいしい。楽しい。魅力ある学校給食」を実
現した。

(3)安全・安心でおいしい給食を提供出来た。

収納率については現年度分・過年度分ともに減少した。

R3年度 (現年度)収納率:97,46%
R4年度 (現年度)収納率 :9601%
R5年度 (現年度分)収紬率 :9544%

R3年度 (過年度)収納率 :6.83%
R4年度 (過年度)収納率 :328%
R5年度 (過年度)収納率 :2.77%

・当初計画通り、小学校4校に対し電子黒板及び電子黒板
用パソコン30台 、中学校2校に対し10台を設置することが
できた。

・児童生徒へのアンケートを実施し、「ICT機器を活用した
授業が分かりやすかつた」と答えた割合は94%だった。

事業概要

(1)児童及び生徒の心身の健全な発達と地域に根ざし

た学校教育。

(2)健康や環境の視点も取り入れ、学校や地域の特徴

を生かした食育の推進を図る。

(3)4小学校・2中学校の児童生徒、教職員及び調理場

職員の給食4,300食を調理し各学校に配送する。

・学毎期発送督促状を発送。(11回 /年 )
・催告書(状 )の発送。(順次 )
・学校給食運営委員会の開催 年2回

≪ICT機器の整備≫

(1)電子黒板 :40台

(2)電子黒板用パソコン:40台

≪児童生徒へのアンケート》
ICT機器を活用した授業が分かりやすかつた:80%以上

目的

(1)町内小・中学校の完全給
食の実施

(2)学校給食費納付率の向上

校内ネットワークヘの接続や

学習用端末と連携が可能な
電子黒板を導入し、学習の

基盤となる情報活用能力及
び主体的な学びの意欲を向
上させ、学びの深化を図る。

施策項目

11学校給食

12八重瀬町ICT教育
強化事業

4



令5年度 教育委員会主要施策の点検・評価表

A:十分目標を達成できた        B:ほ ぼ達成できた C:目 標を下回つている評価指標

狂 生涯学習の充実

D:抜本的改善及び休上を検討する

生涯学習文化課 No.1
課題と今後の展開

数霊離協議轟難ユ勲謡議β

と  親ネ合縄搬
r會倉F!こ
取り蔽籐 亀翻 鳥宅毒

鑑          
了した。今後も東風平

凱識鶏離譜雅琉餘緒垣轟暫
繋がる形態・規模に改める。

(2)地域の実情に合わせ実施していく。「少人数による

鋼継鞘龍盤観陥3努躍畿銃庁
る。

(3)青少年が日頃考えている様々な意見を主張できる
よう、各中学校と連携を強化し、事業を継続できるよう
取り組んでいきたい。

(4)R5はスポーツ振興課と連携し、町事業の子ども
カーニバルや児童オリンピック大会への参加を図った

期 鶏鋼緒留
を軽 判 諾含曇里新築Rぞ持aFの募集

鍋 静 新 暗 隻徳留露 :猛終
?`」

100%を 目標としていたが、1件のみ「変わらない」と回

露す
有
恵今
年度は回答率100%を達成するよう事業を実

(5)事業をとおして「生徒の国際的な視野が広まった

寒陛隻鶏 3箸R倉確内容ぜ蜜麿晃臭ぜ腎説

評価

B

B

成果

(1)公民館講座の一環として、中央学級(女性・高齢者)の
講座を開講した。

(2)単位老人クラブ(22団体)、 単位女性会 (2団体)へ学
級開設補助金を交付し、各単位ごとに活動を支援した。
(計24団体)

(3)子ども会、青年会、女性連合会等へ補助金を交付し、
活動を支援した。子ども会育成者への研修を実施した。

(4)令和6年 1月 7日 (日 )東風平運動公国体育館にて開
催。対象者324名の内260名参加。

(5)コーディネーター3名及びボランティア参加人数146
名、延べ350名の体制により、各小中学校に対し総合学
習・クラブ活動等の支援を年間を通じ実施できた。また、
「八重瀬町における学校運営協議会導入計画Jを策定し
た。

(1)「青少年を非行や事件・事故から守り、社会を明るくす
を や えせのシーちゃん広場 (屋外 ) にて開

ミレー

(2)成人式式典中の見守り活動を実施。各中学校卒業式
式典中の見守り活動はなし。
、第3金曜日の「少年を守る日」夜問巡回は、少人数

による巡回と各地区単位での見守り活動を実施。

(3)第 18回八重瀬町『少年の主張大会』を中央公民館に
て開催。5名の主張者による発表を行つた。出席者につ
いて規模を縮小し開催。

(4)各単位子ども会向けに、夏期研修 (海洋研修 :台風接
近の為、中止)、 冬季研修 (いちご狩り〃参加者 :児童110
名 保護者25名 )を行つた。ジュニアリーダーにおいて
は、活動が休止している状況の中、町事業へのボラン
ティア活動には積極的に取組んでもらい、リーダー育成を
図った。(主張大会の司会や冬季研修の引率とし参加)

(5)

し

た

(6)町内中学生12名 をハワイ州へ派遣。
・本研修 (3/7～ 16)・事後研修 (4回 )

事前研修 (1 1
) 事後報告会を実

事業概要

(1)中 央学級の実施 (女性・高齢者)

(2)各字・自治会高齢者・女性学級の実施

(3)社会教育関係団体の育成

(4)二十歳の祝賀式の実施

(5)地域学校協働本部事業の実施

(1)青少年健全育成町民大会及びパレードの実施

(2)定期・不定期の夜間街頭指導の実施

(3)少年の主張大会の実施

(4)子ども会育成事業 (各種研修会、大会等)の実施

(5)少年少女人材交流事業
(高知県香南市、山形県米沢市)の実施

(6)青少年国際交流事業(ハワイ州)の実施

目的

乳幼児から高齢者まで生涯
を通して「いつでも、どこで
も、だれでも」学習できる機
会を数多く提供し、生きがい
づくりをし地域活性化を図
る。

次代を担う青少年を健全に
育成するための活動の充実
を図る。

施策項目

1社会教育の充実

2青少年健全育成
事業
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令5年度 教育委員会主要施策の点検・評価表

A:十分目標を達成できた B:ほば達成できた Ci目 標を下回つている評価指標

狂 生涯学習の充実

D:抜本的改善及び体止を検討する

生涯学習文化課 No.2

課題と今後の展開

(1)今後も町民のニーズに応え、継続的に学習機会を提
供することによって生渥学習の振興に努めていく。講座開
設の周知をSNS等で発信して多くの参加を呼びかける。、

(2)自 粛していた活動も再開され参加者が戻りつつある。
感業対策を行つた上で活動が継続できるよう今後もサ
ポートを行う。

(3)公民館利用団体 (サークル団体)による公民館まつり
の自主的な運営体制を構築していく必要がある。また公
民館利用団体だけでなく、各自治会公民館で活動してい
る団体等にも舞台・展示発表の機会を設ける必要性があ
る。

鵬翻鞘簡轟咄
(1)利用者の望む資料の提供に遅れが見られるときが
あつた。会計年度任用職員の知識を増やすため職員の資
質向上を目指したい。
利用者の学習・読をでの利用の長期滞在が増加してい
る。そのため駐車場がたりなく、利用ができなかったという
声があつたため、対策の方法を考えている。

(2)利用者のニー して

リクエス

り

起こしを行なう。また今後とも、人重瀬町民に求められる
図書館の拡充を目指す。令和6年度は継続した貸出利用
を促すため広報での周知、イベントの実施を行い、より利
用者が求める図書の充実・運営に努める。

(3)学校からの要望は可能な限り受け入れを継続していき
たいと考えている。またイベンHこ関しても月例の読み聞
かせ会のほかに、イベント時の読み聞かせ会やシアター
上映などを企画し、親子で読書に親しむ機会をもてるよう
に努める。

(4)利用状況を把握しニーズにあった図書の選定・購入に

評価

B

て`1よ
レファレンスが約182件、またリクエスト・相互貸借の利用の

リリクエスト1こは答えているが、古喜・絶版などで
対応できない資料に関しては相互貸借を利用し、利用者の
満足度に努めるよ引こ心がけている。

(2)利用者のリクエスHこ応えるだけで無く、利用者の潜在
的な要望に応え、図書の紹介やお勧めのコーナーなど、提
案型の図書の紹介などを行つた。また他課と連携した掲示
を行うことで、他課の紹介や周知を行うことができた。

て しヽるこ か

用者も多く訪れて

高等支援学
入れた。

A体の方と協力し、工作教室として
ジナルしおりづくり」を行つた。た「オリ

で読書をす
いきたい。

が多く見られた。今後も親子
につなげていくため継続して

かつた。

ドブック

、学童等の利用を通し、
ようにした。

事業所等が定期的に活用している。

て購入し、国

成 果

(1)令和5年度は18講座・教室を実施し、町民の教養を高
め、心豊かで生きがいのある充実した生活作り1こ寄与し
た。(令和5年度延べ参加人数354名 )

(2)中 央公民館や具志頭分館で活動しているサークル団体
は27団体あり、年間を通して技能・技術の向上、心身の健
康づくりに成果をあげた。

(3)サークル団体が日頃の活動を通して学んだ成果の発表
の場として、公民館まつりを開催した。今年度 (R5)は 令和6

年3月 2日 ～3月 3日の2日間にわたり展示発表や舞合発表
を行つた。

(4)総会:令和5年 10月 6日 スポーツ交流会:令和5年 11月
28日 年末清掃J2/18～ 25(分散実施)

事業概要

(1)講座・教室の実施

(2)各サークルの育成と新規サークルの結成

(3)公民館まつりの実施

(4)利用団体連絡協議会総会・スポーツ大会・館内清

(1)レファレンス・貸出サービスの充実

※(利用者の調ぺもの学習への情報提供をすること)

(2)サービスの充実

(3)図書館利用促進を目的としたイベント教育支援活
動

(4)新設図書館における選書・図書の充実

(5)子どもの読各活動推進を目的とした図書の貸出

目的

町民の学習の場の提供とサーク
ルの育成及び生涯学習を行う。

町民に必要とされる図書室を目
指し、資料の収集基理、保存に努
め、町民の教養、調査研究、レク
リエーション活動等を援助し、数
育と文化の発展に寄与する。

施策項目

3公民館運営事業

の充実
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令5年度 教育委員会主要施策の点検・評価表
A:十分目標を達成できた           B:ほ ぼ達成できた C:目標を下回つている D:依本的改善及び休止を検討する

評価指標

■ 生涯学習の充実
生選学習文化課 No.3

目指す。

引き続き関連資料の観査収来を実施していく。

引き続き未実施地域への企日提案を行い、
く。

事業実施に取組んてい

Я発錦 だ霰義歳津含驚
育委員会の連携を国り組後体制

地域や団体等の要望を伺い、引き続き可能な支援 連携を図る。

恩靴 望μ
にし、町の資源を最大限活用できる新た

粽触協音昌累尊旨ニモI羅岳ЯЯ鷲
てヽよリヒピ紫駐絶9勇

畠輸 語竃兌毒「 丘
向けて、町観光物産協会や関係機関とも連

評価

B

B

B

成果

こ査望稲締憩!解勢驚剛 :握綴恐1親雷

醐 :::!!iii!!離郭鞘 ‐|;!争 :!:]!与く

彗    麟 g脚
ている。

雰詈塁駆疑
及び企画農琴旨望絲 舞協ぽ郎契隠落▼

ζ:
を翻 全莞鶉轟こ

の町指定支イし朗 こついての離 及び

令和0年度においてヽ指定要件を清たすための資料の収集を行つて
いる。当骸年度において指定を目指すという目標を下回つた。

ているた
目標

普段
多くの

八重瀬町文化協会は、より多くの町民が文化に触れる機会を創出
するため、これまであまり文化芸術等に関心のなかつた呂へのアプ
ローテを意腕した取組を行つており、事業も盛会であった。会員の責

受県歯き股ヨ島最象壷艶S置索奪
機会を劇出してお吹前の期 ヒ振

町の文

目様を
自た化

調査結果を踏まえプランの修正、改善を行い、椴ね日標を達成した。

分館の機能強化工事として、音響機器、空閉、カーテン、床、楽屋等
を改修し、当初の目楳を達成した。

事業概要

(1)埋蔵文化財鵠査事業 (事前調整 緊急発掘調査)

(2)埋蔵文化財調査事業(保存目的)

(a)文化財′■掃委託

(4)町文化財への指定業務

(1)近代資料収集事業
一括交付金を活用し那踊市所蔵の「横肉家文書」から、
人重瀬町閥速 (東鳳平村、具志頭村、島尻郡、謝花昇等)
資料の調査収集を行つた。
※横内家文書 :沖縄県の官吏であった滋賀県出身の積内
扶が作成 保管していた県政関係文書。

(2)映像記鎌保存事索
一般財団法人地域創造助成事業を活用し、各地域の央
われつつあり、かつ、EE録に残されていない地域固有の
伝統芸能等をEE録・保存し、地域住民の心、るさとづくりへ
の取組や、文化を通した地域づくりの向上を目的に

'宇
東

風平の十五夜」行事について、記0段し、助成団体のHPで
公開を行つた。
※平成20年「富盛の十五夜」平成23年「志多伯の豊年
禁」 平成26年「友寄の獅子舞J 平成20年「当銘 刺ヽ
城の■甲祭」 令和3年「政名城の獅子舞Jを実施

コーラスの各

町関

コーラス) (全 6回 )。 受講

(4)補助金 助成金情報や各種団体出演依頼等の情報提
供

(1)文化観光体験プランを創出するモニターツアー実施

(2)モニターツアーによるアンケート調査の実施、分析

(3)中央公民館臭志頭分館活用のための機能強化改修
実施設計

目的

前肉の貴重な文化財を保存・保護
活用する。

地域に根ざした伝航文化の保存、
盤承、発展をさせるために、活動の
支援や後経者の育成に力を注ぐ。

八重瀬町観光振興基本計画基本方
針に基づく体制整備を行い、本町の
多彩な文化資源を活用するため文化
観光体験プランの創出および具志頭
分館機能強化工事を行う。

施策項 目

5文化財事業

6文化振興事業

7無形文化財活用推進事業



令5年度 教育委員会主要施策の点検・評価表

B:ほぼ達成できた評価指標   A:十 分目標を達成できた

Ⅱ 生涯学習の充実

C:目 標を下回つている D:抜本的改善及び休上を検討する

生涯学習文化課 No.4

課題と今後の展開

(1)移民者 (1世・2世 )が高齢になつてい
るため、なるべく早期に移民先での間き取
り調査が必要であることから、海外での現
地調査や聞き取り調査を実施する。
開き取り調査の他にも移民名簿の作成
等を引き続き行う。

(2)残り4か所 (大頓、後原、屋宜原、上
田原)のプレ調査を終了させ、調査票を作
成し本調査を行う。
言語に詳しい方が高齢化のため、なる
べく早期により多くの間き取りを中心に調
査を行う。

令和5年度はコロナも収束し、通常通り
資料館を開館した。
企画展は年度内に3回開催し、多くの
方々にご観覧して頂いた。
6月 開催の平和企画展では、『八重瀬町
史 戦争編』発刊記念として町史編集室に
も協力してもらい企画展及び関連事業とし
て講演会を行い、多くの方々が参加され
た。また、近隣の具志頭小学校が平和学
習の一環として、クラス毎に平和企画展を
見学した。企画展は今後も開催していく。
総合学習に関しては感染対策を行い学
校側とも連携を図り受入れ対応を行つた。
次年度以降も学校と連携し教育普及・学
習支援に務めていく。
資料館が建設されて20年が経過してお
り、今後においては、常設展示室の資料、
収蔵庫の資料等の保存を強化を図る。
また、常設展示室の展示内容のデータ
が過去のデータになっているものもあるた
め、今後、展示替えを含め、最新の展示を
図る必要がある。

評価

B

B

成 果

(1)現地調査 (ハワイ・ペルー)において、聞き取り
調査及び資料収集を行い、県人会や関係団体との

情報交換をすることができた。
企画展 (調査報告展)については、現地調査で収集し
た資料・証言・撮影写真などを資料館において開催。
292人の来館があつた。

(2)新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
断していた集落調査を再開し、伊覇、高良など計7集

落のプレ調査を完了した。

(1)通常通り開館した。令和5年度の入館者数は
(令和4年度は3,792人 )。

(2)平和企画展展r『八重瀬町史 戦争編』発刊記念
展 ′ヽ重瀬の戦争」を資料館2階展示室に掲示し、全
館無料で開催した。(来場数 :1,114人、開催月:6月 )

(3)企画展rゃぇせの宝 新収蔵品展」を資料館2階

展示室にて開催した。(来場数 :696人、開催月:10
月)

(4)企画展「八重瀬歴史文化継承事業 海外調査報
ハワイ・ペルーに渡つたヤエセンチュ」を資料
にて開催した。(来場数 :292人、開催

月:3月 )

(5)令和5年度平和企画展とあわせて、『八重瀬町史
戦争編』刊行の周知を図ることを目的として、八重瀬
町中央公民館具志頭分館1階ホールにて開催した。
(来場数 :80人 )

(6)町 内の小学3年生に「港川人調べ」及び「謝花昇
調べ」の学習でワークシートを活用、解説し、見学を
行つた。(参加者 :173人 )
また、町内の小学3年生は「昔のくらし」の学習で、
ワークシートの他パーキやオーダーを使つた体験を
行つた。(参加者 :308人 )
向陽高等学校1年生の地理歴史公民の巡検学習に
おいて、当館が巡検コースとなつており、港川人及び
謝花昇の解説と各自で展示室内の見学を行つた(参
加者 :242人 )

事業概要

(1)町史移民・出稼ぎ編

(2)町史 言語編

(1)常設展示室の運営

(2)令和5年度 平和企画展
r『八重瀬町史 戦争編』発刊記念展 ′ヽ重瀬の戦争」

(3)企画展
「やえせの宝 新収蔵品展」

(4)企画展
重ヽ瀬歴史文化継承事業 海外調査報告展「ハワイ・
ペルーに渡ったヤエセンチュ」

く5)令和5年度人重瀬町平和事業平和企画展「八重瀬
の戦争」関連企画
『八重瀬町史 戦争編』発刊記念講演

(6)学校と連携した教育普及・学習支援

目的

八重瀬町の歴史・文化の

継承及び調査研究を記録
し、発刊を行う。

歴史民俗資料館に関する
資料の収集及び展示等を充
実させる。教育普及活動ヘ

の取組みを行う。

施策項目

8八重瀬町史編纂
事業

9歴史民俗資料館
事業

8



令5年度 教育委員会主要施策の点検日評価表
A:十分目標を達成できた   B:ほぼ目標を達成できた   c:目 標を下回つている   D:抜本的改善及び休止を検討する評価指標

Ⅲ 社会体育の充実

スポーツ振興課 No.1

課題と今後の展開

だな孫電ヨ翠研談皇驚凛密事ご轟鰹
会の協力も

リタ弊現灘置 、参益轟 亀籍猛守

嘉興岳義零鍔淫暫
~ル
1協会の協力も得なが

次年度以降も、引き続き開催していきたい。

ゲートボール競技が高齢者以外に普及していないた

そど瑾
ルテニ難 黒己亀 瑞 鶴 覇 t要亀

今後はパドルテニス愛好者の協力を得ながら、参加
者の増を図りたい。

離 謂 !逢痛 助 畷 証 惚 最線 雛 雅
て、参加者の入れ替えを行う等、屋内では密にならな
いよう大会を開惟。

J         塩晟雰島:Y巻紐あ
技能の向上を図るため、開催して行きたい。

魂記踏暫 辞維箸歳留財難殿
テームが参加し盛り上がっている。

評価

B

B

B

D

A

B

成果

堪観動i譜鞭藁尊ξ登
ができた。

※参加人数 :男子36名 、女子可5名

県内の5会場において、沖縄県ハンドボール協会の
協力を得て開催しており、今年度も集団接触を避ける
ため開会式等を行わず感染拡大防止等を図り開催し
た。男子の部で36テーム、女子の部で29テームが
参加した。例年どおりのテーム数が参加し開催するこ
とができ、十分目標を達成できた。

10チーム、63名の参加があり、各字、自治会の交
流も含め、概ね目的が達成できた。

新型コロナウイルス感染拡大の影響で3年間中止
となつていたが、4年振りに開催した。ここ数年のコロ
ナ感染症拡大の影響も受け、参加者数は4年前と比
べ減少したが町内4名 、町外10名の参加により開催
できた。大会を開催することができ概ね目標を達成す
ることができた。

令和3年 1月 にオープンした屋内温水プール
(AQUASwim Academy八 重瀬)にて昨年度に引き続
き、水泳大会の運営に精通している屋内温水プール
運営事業者の爛AQUAに業務委託し開催。新型コロ
ナウイルス感染拡大の影響があり昨年までは参加者
は減少傾向であったが、今年度は延べ参加者が昨年
度より増加し、170名 参加し開催できたことで、十分
目標を達成することができた。
また、23名の参加者が昨年度1位の記録を上回つ
た。

新型コロナ感染症拡大の影響もあったが、町内全て
の少年野球7チーム、約130人が参加し開催できた
ことで目的が十分達成できた。

事業概要

美ら島総体開催を記念し、県内の高校生を対象とす
る学校対抗ウエイトリフティング競技大会を開催し、競
技の普及と競技力向上を図る。また、女子部について
は、高校総体の選考会を兼ねている。

開催口時 :7月 9日 (口 )

海邦国体開催を記念し設立されたもので、沖縄県全
域 (離島含む)を対象とした中学校対抗ハンドボール大
会である。

開催日時 :8月 26日 (■ )～ 9月 2日 (日 )

町民及び町内に本籍、職場を有する者を対象にした
ゲートボール大会である。

開催日時 :9月 24日 (日 )

沖縄県スボーツレクリエーション祭の一環として開催
されており、県より補助金も支出されている。町内外、
年齢を問わず参加者を募つている。

開催日時 :11月 12日 (日 )

5種目【板キック、クロール、背泳ぎ、パタフライ】タ
イムレースにて順位決定)
〇表彰:男女1位～3位にメダル援与、参加者全員に配
録証授与

開催日時 :3月 17日 (日 )

町内の少年野球テームを対象とした大会。トーナメン
ト方式により、2日間の開催を行う。

開催日時 :10月 28日 (土 )、 29日 (日 )

目的

同大会を開催することにより、その
競技の普及と技術力の向上、青少
年健全育成に寄与する。

同大会を開催することにより、その
競技の普及と技術力の向上、音少
年健全育成に寄与する。

ゲートボール競技を通して町民の
健康や体力づくり、または親隆を図
ることで、心身ともに健康で生きがい
のある人生を送ることのできる生涯
スポーツ社会の実現を目的とする。

パドルテニス大会を通して心身の
健康増進に寄与するとともに、生涯
スポーツとしての普及啓発を図り、
あわせて参加者相互の交流の輪を
広げることを目的とする。

小中学校生に広く水泳競技実践の
機会を与え,枝能の向上とアマチュ
アスポーツ精神の高場をはかり,心
身ともに健康な小中学校生を育成す
るとともに,小中学校生の親睦をは
かることを目的とする。

町内の少年野球の普及発展、技
術向上を図ると共に軟式野球競技
を通して、町内小学生の親睦と交流
を深めながら健全な身体と心を養い
友情と協力の和を広げることと、青
少年の健全育成を目的に開催す
る。

施策項目

1

八重瀬町長杯 (美ら島総体
記念)ウエイトリフティング
大会 (第13回 )

2
八重瀬町長杯中学生ハンド
ボール大会 (第18回 )

3
八重瀬町長杯ゲートボール
大会 (第18回 )

4
八重瀬町長杯パドルテニス
大会 (第18回 )

5
八重瀬町教育長杯小・中学
生水泳大会(第 3回 )

6
八重瀬町教育長杯少年野
球大会 (第 18回 )

9



令5年度 教育委員会主要施策の点検
B評価表

A:十分目標を達成できた   日:ほぼ目標を達成できた   C:目標を下回つている D:抜本的改善及び休止を検討する評価指標

Ⅲ 社会体育の充実 スポーツ振興課 No.2

課題と今後の展開

今年度も、新型コロナ感染拡大防止の観点から、沖縄県ハン
ドボール協会により感染対策を講じ、開催を行つた。
次年度以降も、引き続き開催していきたい。

社会福祉課においても水中運動事業を実施、ほほ女性のみ
参加で男性が少ない状況にあることから、引き続き参加が少な
い男性に特化した水泳教室を開催して行きたい。
しかし、定員に対して受講者が少ないことから、今後も参加者
が受講しやすいよう、内容、日程、教室名称等について工夫して
いきたい。

水泳教室の受講は、1人、800円 の保険料を徴収していたが、
兄妹で複数受講している家庭もあるので負担が大きい。今年度
も、施設の保険を適用し、参加費無y河で開催することができた。
今後も屋内晟水プールでの開催で天候季節に左右されず1年
を通した日程が調整可能であるため、さらに多くの小学生が参
加・受講しやすいよう、委託先のAQUAと 調整していきたい。

ノルディックを取り入れたことやストレッチの指導も多く入れた
教室となつた。
今後も、マンネリ化しないように、新たな指導方法を取り入れ、
同知を奪い、参加者を増やす工夫をし、参加者相互の親睦と健
康・体力づくりを図つていきたい。

昨年に引き続き、新型コロナの感業拡大対策でグループ分け
をし、間隔を取り開催。また、今年度は熱射病対策により、開始
時間を30分繰り上げ開催した。
今後も新たな指導方法も取り入れながら、各学校の運動会に
向けて、町内小学生の体力・走力向上を国りたい。

評 価

A

B

A

A

A

成果

今年度も、沖縄県ハンドボール協会の協力も得て、
集回接触を避けるため開会式等を行わず感染拡大防
止を図り開催した。昨年を上回る44チームが参加し
開催することができ、十分目標を達成できた。

今年度も、例年に引き続き初級コース(8日間)を開
催。
10名 定員に対し、6名参加。
定員に対し参加者が少なつたが、開催することがで
き、概ね目標を達成することができた。

募集定員60名 に対し、75名 が参加した。
初日に泳力判定を行い、水慎れコース(水中開眼・蹴
り伸び、ホンピング等)、 フオームクラス(クロールのバ

タ足・基本姿勢)ベーシッククラス(息継ぎクロール)、
マスタークラス(背泳ぎ、平泳ぎ、バタフライ)のコース
に分けて指導、泳力に向上が見られる児童は途中か

ら上級クラスに移動した。目的は概ね達成できた。

昨年度よリノルディックを用いたウォーキング教室を
開催した。ノルディックを用いることにより、背筋が伸
び姿勢よく歩くことができ、また、膝や腰に痛みがある
方でもリハビリを兼ねて負担なくウォーキングすること
ができる。
現在、町内、東風平運動公国内で、ノルディックを用
いてウォーキングする方を見かけることが多くなつて
いることから教室の効果があつた。
前期・後期とも、各30名参加し、目標を達成するこ
とができた。

の 、陸上クラブの

、基本的な動作を指導している。夏休み期間
9時30分までの計4回開催した。

今年度は5¬ 名の参加となり、昨年の47名 より参加

開催日時 :8月 22日 (火 )～ 25日 (金 )

十分に目的を達成できた。

事業概要

県内小学4年生の部、小学3年生以下の部を対象にし
た大会。普段の試合時間より短い時間で行う事で子ども
連の身体への負担を軽減し、開催する。

開催日時:1月 27日 (上 )、 28(日 )

11月 3(金 )～ 11月 29日 (水 )毎週水・金曜日
時間 :20:15～ 21:15「全8回」

町内の幼稚園児、小学生を対象に泳力別にグループ

を分けることにより、初心者から泳ぎの上達を目標とする

子まで、泳力にあつた効率的な指導を目的に開催。

夏休み期間中の午前8時30分～9時30分までの計4回
開催した。

開催日時 :8月 22日 (火 )～ 25日 (金 )

町内の一般成人を対象にした教室で、歩く前の運動や

正しい歩き方の指導を行つている。運動公国内を参加者
全員で楽しくウオーキングを行う。参加者の希望により、

前期 (6月 ～7月 )、 後期(11月 ～12月 )の開催を行つて
いる。

O前期
日時 :6月 6日 (火 )～ 7月 7日 (木 )10回
時間 :19:30～ 21:00

0後期
日時 :11月 24日 (金)～ 12月 26日 (火 )10回
時間 :19:30～ 21:00

目的

同大会を開催することにより、日頃大

会に出場できない4年生以下の子ども
達へ活躍の場をあたえること1こより、そ

の後の競技への志しや技術力の向
上、青少年健全育成に寄与する。

女性に比べると、スクールヘの参加

率が低い男性の方に運動習慣のきつ

かけを作るとともに、泳力向上による連

成感・満足感から楽しくできる運動の継

続を目的とする。

水に親しみ、水泳の楽しさを味わいな
がら基本泳法を取得すると共に、水に

封する安全面の理解と態度を育て心身
の発達を促し、その普及と青少年の健
全育成を図る。

ウォーキングに対する正しい知識を
マスターさせ、参加者相互の親睦と健
康・体力づくり1こ資するとともに、運動
の日常化を国る。

陸上競技を通して、走る、飛ぶなど、
基本的な身体のケアを学び、生渥にわ
たリスボーツ活動が実践できる力を育
てる。

施策項目

7

八重瀬町教育長杯小学4
年以下ハンドボール大会
(第 9回 )

8
2023男 だけの水泳教室

9
2023小学生水泳教室

10
ウォーキング(ノルディック
ウォーキング)教室

11
2023小学生陸上教室

10



令5年度 教育委員会主要施策の点検 H評価表
A:十分目標を達成できた   B:ほ ぼ目標を達成できた   c:目 標を下回っている D:抜本的改善及び休上を検討する

評価指標

Ⅲ 社会体育の充実

スポーツ振興課 No.3

課題と今後の展開

昨年度は、東風平運動公園体育館が新型コロナのワ

したため、参加
となつた。

しかし、 多くの地域の方が参加できるよう
てヽも検討し、参加者相互の

り 向け、教室の充実
回っていきたい。

錮観

翻 ヨ5烏星頭?周
知徹底吹けが

期麹  菰
昨年までは2年間新型コロナの感染拡大、天候不良
により中止となつたが、町内外から多くの参加者があっ
た。今後も地域の観光資源 (史跡、景観等)を生かした
コースを設定、また観光イベントとの同時開催を行い、
町民の健康増進と八重瀬町のPRを図って行きたい。

解猛螢導盗釘瀧既
るヽ子ども会があり、参加者集めに昔慮している子
見受けられた。

辮    翁臨

評価

A

A

A

A

A

成果

聾晶盤
名に対し40名力く参加し、前年度の30名を

十分目的を達成することができた。

新型コロナウイルス感染拡大の影響で3年間中止
となっていたが、4年振りに開催した。
参加者は63名 (20才～64才 :39名、65才～75才 :24
名)の参加があり、十分に目標を達成することができ
た。

繊 ≧謀 碧 常 讐課 踏 !懸登哲 務 忠む
人の参加があった。当初の目的は十分に達成でき
た。

新型コロナの感染拡大の影響で3年ふりに開催した。
62名が参加し、途中にガイドの説明も行いながら、町

翼Ⅷ 乱
=ヨ

親廃辮路獣理。
今年度は、人重瀬町スポーッ推進委員の主催で
行つた。

新型コロナウイルス感業拡大防上のため、昨年度よ
り集団接触を避けるため開会式を取りやめする等対
策を取った上で開催した。
スーパードッジボール13チーム、フットベースボー
ル6チーム、ティーボール10チーム、258名 参加によ
り、昨年度より参加テーム・参加者が増となった。
目的は十分に達成できた。

事業概要

38ぞ躍
チ等軽いlホ操、ボJレを使った体操を行う

謝 鞘 を認 譜 締 絲 擢習
ヽ

開催日時 :9月 26日 (火 )～ 10月 31日 (金 )
毎週火・木曜日「10回 開催」

スポーツ庁の調査内容に基づいて、青少年16歳～19
歳。成年20歳～64歳、高齢者65歳～79歳を対象に体カ

震誌猪致緑 溝輝摯枯諸留星ぉ諸
のタイム計測)(65歳以上6分歩行の距離測定 )、 20rn
シヤトルラン、立幅跳び )
なお、結果はスポーツ庁の「新体カテスト・運動能力
調査」の統計調査の資料として提出した。

開催日時 110月 22日 (日 )

チヤンピオンスポーツから遠ざかり、身体のきれが悪く
なりだした壮年(35歳以上)を対象に、初心者でも楽しめ
るスローピッチという投球手法をもちいた各自治会対抗
のソフトボール大会である。勤労者が参加しやすいょ
う、午後7時30分から2日 間にわたって開催した。

開催日時 :11月 14日 (火 )～ 17日 (金 )

町内・町外の健康な方(年齢、性別、国籍を問わず)を
対象にしたイベントで、具志頭の故名城の海岸を巡る故
名城の郷ビーチコース4 5kmを設定し、ガイドの説明
を取り入れて行つている。南の駅を発着として参加者全
員で楽しくウォーキングを行う。

開催日時:3月 24日 (日 )

小学生を対象にした球技大会で、町内の子ども会より
参加希望者を募り開催している。スーパードッジボール
(1年生から3年生男女)、 フットベースボール(4年生か
ら6年生の女子)、 ティボール(4年生から6年生)の 3競
技を実施。

開催日時 :11月 26日 (日 )

目的

自分自身の健康づくりを見つけ、い
つまでも健康を維持し、充実した生活
づくりを目指すことを目的とする。

町民の体力づくり、健康の保持・増
進を図る基礎調査を行う。

日頃、運動不足になりがちな壮年層
を対象に同大会を開催し、健康体力
づくり、地域間の交流を図り親睦と融
和を推進していくことを目的とする。

ウオーキング大会を開催することに
より町民の健康増進を図るとともに人
重瀬町をスポーツ拠点とするPRを内
外に発信し、観光関連事業と併せた
イベントとして地域活性化を図る。

小学生の健康体力づくりを回リス
ポーツを通して健やかな成長と明る(
豊かな地域づくり1こ寄与するととも
に、各支部の交流を目的とする。

施策項目

司2
ニコ三コ健康づくり教室

13
体力調査・運動能力調査
(町民体カテスト)

¬4
壮年スローピッチソフトボー
ル大会 (第 18回 )

¬5
YAESEい きいきウォーク20
24

16
八重瀬町子どもカーニバル
(第 18回 )

11



令5年度 教育委員会主要施策の点検
日評価表

A:十分目標を達成できた   B:ほぼ目標を達成できた   C:目 標を下回つている D:抜本的改善及び休止を検討する
評価指標

Ⅲ 社会体育の充実 スポーツ振興課 No.4

課題と今後の展開

今後も集団接触を避けるため開会式を行わない等、

感業拡大防止を図り開催したい。 これまでの新型コ
ロナウイルス感染拡大に伴い、子ども会活動を停止し
ている子ども会や活動が低迷等している子ども会があ

り、参加者集めに苦慮している子ども会が見受けられ

た。
子ども会の交流が図られるよう関係課と連携し、今後
も開催していきたい。

ることで、

短期間でキャンプの実施にか
かる周知広報が可能な手法がないか検討し、町内消
費及び事業効果の拡大を図る。

Oサッカー場の施設環境
芝生管理を継続してきた結果、土壊の硬さが年々改善
されてきているがキャンプテームからは更なる機能強
化を図るよう要望があり、要望に沿うような芝生管理委
託を行う必要がある。
キヤンプチームからの要望でもある継続的な之生管理
を行うことで、芝生環境を整え施設の機能強化を図り
たい。
②野球場
既存施設を生かしながら更なる機能強化の整備を図り
つつ、キヤンプ受入チームからの要望にも対応できる
よう継続して施設環境を整えたい。
・引き続き既存施設を生かしながらの機能強化を図り
たい。
・誘致件数の増加を図るため、町観光物産協会や旅行
会社と連携して八重瀬町への観光の誘客につなげた

性

・気象条件や繁忙期等を勘案した作業実施の計画を
行い、観光地としての近年での美化を目指す。
・除阜剤を活用するなど、美化作業員の作業効率向上

に係る取組を推進する。
・計画的な作業機械の更新を行つていく。今後も美化
作業を、優先順位や必要性の高い場所等を検討及び
調整しながらアンケート1こよつて検証することにより本
事業効果の更なる向上を図る。

評価

B

A

A

成果

34単位子ども会のうち17単位子ども会(337名 )の
申込みがあつたが、当日の天候不良・雷注意報発令

グラウンドコンディシヨン不良のため中止

目標とする」リーグ3チームの誘致、また海外からの

プロチームのキヤンプも受入れし、目標は達成され
た。
本町サイトのSNS(ЦNE等 )や各チームによるSNS
(Twiter、 youtubo)を活用し,キヤンプの様子や期間中
の町の取組を紹介することで、チーム関係者やテー
ムサポーターが本町を知るきつかけ作りに繋がり、目

標を十分に達成できた。

てヽは、機能強化によるプロ

芝生用肥料及び資材購
入により レフト側外野
卜整備を行し
ることお` 出来 目

【サッカーキヤンプ】
リ 待サッカー1件、プロサッ

トレ1件の受入れ実績と

なつた。

旨環夢宮章爆隼_ム 1件、県外少年野球大会2件、プ
ロ野球選手における自主トレ1件の受入れ実績となつ

観光地や施設及びアクセス道路の車木の伐採等に
よる景観美化作業を計画どおりに実施する事ができ

した施設の

期

える。
受入

こつ

・東風平サッカー場芝生管理委託

・野球場グラウンド整備、芝生用肥料及び資材購入

・野球場防球ネット整備(H=149m、 L=875m)

・東風平運動公国の美化作業の実施

事業概要

響,玩藉i隷ヽ熱 、瑚 易祟上死姦器協
フィールド競技を学年ごとに行い、計33種 目を実施す

る。

・委託費 (キャンプ時の臨時警備委託、誘客プロモー

ション)

目的

る。

本町でキヤンプを行うチームとの事

前受入調整を行い、キヤンプ受入時

に必要なものを揃えることで、キャン

プの誘数を行う。
また、チームの集客力を活かした誘

客と来場者が町内目遊できる仕組み
づくりを構築する。

スポエツキャンプの誘数を図るた

め、運動施設の整備を行う。令和5年

度においては、東風平サッカー場等
の芝生管理委託業務、東風平野球

場グラウンド整備・芝生用肥料及び

資材購入・外野防球ネット整備を行

つ。

観光地としての魅力向上を図るた

め、町内の観光客が訪れる観光地や

施設、観光地アクセス道路等の美化

清掃を行う。

施策項目

17
人重瀬町児童オリンピック

大会 (第 18回 )

18
人重瀬町サッカーキヤンプ

事業
(一括交付金)

19

(―括

(
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令5年度 教育委員会主要施策の点検 H評価表
A:十分目標を達成できた   B:ほぼ目標を達成できた   c:目 標を下回つている   D:抜本的改善及び休上を検討する評価指標

Ⅲ 社会体育の充実
スポーツ振興課 No.5

課題と今後の展開

長為ぴzま ?意
識を督留配ヒヒぜ暫髭花象窪軽鶴催

更なる向上を図る。

購藝轟を

また、更なる」リーゲクラブ等のキャンプを誘致を図っ
ていく。

瀞娩茸酵普髭娠筈岳』誓量露そ発
ていく。
また、町民、スポーッ少年団、小中学校等の利用も
見込んでいる。

評価

A

A

B

B

成果

・バドミントンクリニックを町内小中学生を対象に開催
し、小学生3名 、中学生59名 の参加があった。

・ソフトテニスクリニックを町内小中学生を対象に開催
し、小学生15名 、中学生49名の参加があった。

・スポーツクリニックヘ参加した児童生徒の保護者ヘ
のアンケート検証の結果、児童生徒のスポーッヘの
意識が高まったとの回答が、パドミントンが96。ノ6、 ソフ
トテニスが96ワもとなり、目標値80%を上回り、十分目
標を達成することができた。

曇線 譜 灘 線 踏 機 孵 総 禁 疑 縄
された児童生徒の保護者へのアンケーHこよる検証
をを実施した結果、県外大会に派遣されることにより
広い視野を持つことが出来たとの回答が100%とな
り、目標値80%を上回り、十分に目標を達成すること
ができた。

具志頭サッカー場においては、プロ仕様による芝生
管理を行うことで冬場のサッカーキャンプ等の際に良
好な状態で芝生を維持することが出来た。
FC琉球の練習拠点として利用されているほか、町
サッカー協会、一般利用者等の利用もされており、」
リーグの東京ベルディのキャンプを受け入れることも
でき、概ね目標を達成できた。
また、備品としてサッカーキャンプのトレーニングマッ
チ等で利用できるスコアボードを購入した。

令和5年度は、実施設計を行つた。年度内工期で完
了し、目標を達成させた。

事業概要

町内の小中学生を対象に開催。

・バドミントンクリニック
開催日時 :1月 20日 (■)時間 :lG00～ 12:00
講師 :森 かおり(ミズノ所属 )
場所 :東風平運動公□体育館

・ソフトテニスクリニック
開催日時 :2月 17日 (■)時間:10,00～ 1200
講師 :九島一馬 (ミズノ所属)
場所 :東風平運動公国テニス場

派遣費の航空運賃50%を助成する。

具志頭サッカー場芝生管理委託

八重瀬町スポーツ観光交流施設備品購入

既設の旧具志頭小学校体育館を屋内運動場として、機
能強化改修整備を行う。

・アリーナ「人工芝・防球ネットェ900耐 (36m X25m)
・トレーニング室 :85ド (115mX74m)
・会議室兼ダンスルーム:90正 (lom x9m)
・管理事務所、備品倉庫
・駐車場 :50台

目的

児童生徒のスポーツの意識を高め
ることを目的として、トップアスリート
によるスポーツ教室を開催する。

八重瀬町出身選手の活躍を支援す
るために、県外大会参加時の派遣費
の一部を助成し、九州、全国のチー
ムや県外選手と交流、試合をするこ
とで、本町児童生徒の活躍の場を広
げ、スポーツの対する意識を高める。

」リーゲ規格を有するサッカーグラ
ウンド施設により誘致したプロサッ
カーチームを活用し、県内外からの
練習見学やファン、アウェーサポー
ターなどの訪問観光や関散期には
サッカーを通して観光客と町民が一
体となるイベント等によるスボーツ
ツーリズムを推進する。

各種スポーツキャンプやスポーツイ
ベント等の誘致強化を図るため、現
在使用していない旧具志頭小学校体
育館を雨天時の屋内運動場として、
機能強化に必要な改修を行うことで
スポーツツーリズムの推進を図る。

施策項目

「夢・未来」スポーツレベル
アップ事業

(一括交付金)

22
八重瀬町スポーツ観光交
流施設活性化事業
(一部 一括交付金)

23
人重瀬町スポーツ観光交
流屋内運動場整備事業
(―括交付金)
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I

令和 6年度 (令和 5年度分)人重瀬町教育委員会の主要施策に対する外部委員の評価と提言

3名の評価委員の意見を集約し、以下、個別の政策、施策について評価と提言を行つた。各番号は、点

検・評価表に準ずる。

【点検 。評価表の項目について】

現在のJ点検・評価表の項目について、目的、事業概要、成果、評価、課題と今後の展開、教育委員
ヨメ

ントの項目があるが、今後評価の項目について、前年評価、当年評価と前回の評価がわかるように項目の

追加の検討をお願いしたい。

【学校教育課】

前年度と比較すると評価が下がつている事業はあるが、各事業については昨年度同様、成果目標
の達成

が見られる。引き続き課題については検討いただき、質の向上に努めていただきたい。

学校教育の充実

1.学力向上推進

保幼こ小連携・河ヽ中連携の推進事業について、保育園・こども園・小学校の合同での研修会、公開保

育、公開授業等を行うことで、各施設のカリキュラムの内容について理解が進んでいるように感じる。

今後も保育園。こども園
。小学校のカリキュラムに精通した有識者等の活用によりより良い研修や活

動につなげていただきたい。

2.学力向上支援事業

学習支援員、特別支援員について、年度内での配置率は 100%と計画通りの配置が実施できているが、

年度当初から配置計画通りの支援員配置ができていない課題がある。

自己都合による退職や採用への課題等があつたことは理解できるが、ゆとりある配置を行う
ことで、

学校教諭の補助的役割への人員が確保でき、学力の向上や様々な問題に対応できると考える。年度当初

からのゆとりある配置を期待したい。

3,特別支援員配置事業

上記の学習支援員同様、年度内の配置率は達成しているが、年度当初から計画通りの支援員配置がで

きていない課題がある。

今後も、募集方法などの検討を行い、人員確保、支援員の質向上に努めていただきたい。

11.学校給食

新給食センターの計画を与那原町と併用する計画について、2町共同で広域連携学校給食センタ
ーを

整備実施することで、建設及び運営費用も抑えられ財政的な面も考慮されていると考える。

併用しても、給食の質を担保し、給食センター施設等の整備、調理員の確保 し安定した調理体制を整

えること、学校給食納付率の向上に向け、引き続き各課連携を図り、今まで以上に効果のある児童、生

徒の安心安全な食に繋げてほしい。



【生涯学習文化課】

昨年度まで実施ができていなかった事業についても再開し、事業の充実がみられる。生涯学習はとて

も重要であることから、幅広い世代が学習できる機会の提供、人材交流、文化財の調査保全等について、

これまで同様の広報活動などの取り組みを継続し、生涯学習の充実に努めていただきたい。

Ⅱ 生涯学習の充実
1.社会教育の充実

地域学校協働本部事業により学校や地域との連携を強化し、昨今、課題提起のある教師の業務負担軽

減にもつながっていると考える。

ボランティアの後継者育成のために、地域の方には実費弁償費をある程度検討してボランティアが

増加する環境等についても必要と考える。学校・地域を行政による検討会議等を行い事業が充実するよ

う検討していただきたい。

3.公民館運営事業

昨年度より講座・教室数が増加 し、参加延べ人数も増加 していることから継続的に学習の機会提供が

できたのではないかと考える。昨年度まで自粛していた活動についても再開され、参加者が戻りつつあ

ることから、今後も町民のユーズに応えた学習の場の提供とサポー ト等に取り組んでいただきたい。

4.図書館事業の充実

図書館事業については、年々充実している考える。今後も、各団体や、保育園、こども園、学校への

情報の発信、連携等を行い、さらなる充実を期待したい。

8.歴史民俗資料館事業

令和 5年度は通常通りの資料館の開館、企画展の実施、学校と連携した教育普及 。学習支援が実施さ

れている。今後も企画展の実施内容の充実、学校教育との連携について努めていただきたい。

【スポーツ振興課】

令和 4年度までコロナの影響で開催できなかった事業についても今年度は実施できているため全体的
に評価できる。今後は、就学前 (保育園 。こども園)の活動についても検討いただきたい。
事業内容について多岐に渡るため、相乗効果が上がるような工夫 (事業の統合や見直しによる変更、

廃止)が今後、必要になってくると考える。施策については事業を廃止することに抵抗を感 じる事もあ
るかもしれませんが、点検や評価の結果等をもとに事業を統合、廃止することで、これまで以上に事業

施策を充実、教育環境の提供ができるのではないかと考える。

引き続き課題については検討いただき、今後も事業推進に努めていただきたい。



Ⅲ 社会体育の充実
16.人重瀬町子どもカーニバル (第 18回 )

人重瀬町子どもカーニバルや参力日者増につながつた事業を通して、地域の子ども会が活発になるよ

うな展開に繋げる工夫がされていると考える。今後も事業の充実、推進に努めていただきたい。

21.「夢・未来」スポーツレベルアンプ事業

児童生徒の県外派遣支援、トップアスリー トによるスポーツ教室の開催について、前後のアンケ
ート

によると児童生徒が広い視野を持つことができたと目標値の80%から上回り100%の結果が出ている。

今後も多くの児童が参加、受講できるよう継続し、スポーンに封する意識の向上、技術の向上等に努め

ていただきたい。



人重瀬町教育委員会 教育委員名簿

役職 委員名

教育長職務代理者 上地 由希子

委員 金城 久弥

委員 西原 美喜絵

委員 兼屋 辰郎



人重瀬町教育委員会 外部評価委員名簿

役職 委員名

沖縄女子短期大学 児童教育学科 講師 新垣 さき

こちんだこども園 園長 仲間 明

人重瀬町社会福祉協議会 社会福祉士 島 勉


